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下都賀地区生涯学習研究会 広報委員 
下野市立石橋北小学校   教諭   澤田 貴典 
 
石橋北小学校では、３年生の総合的な学習の時間に

「かんぴょうのひみつを探ろう」と題し、地域の特産
品でもある「ユウガオ（かんぴょう）」について、地域
の多くの方々からご協力をいただき、学習に取り組ん
でいます。今年度は、新型コロナウイルス感染拡大予
防のため、地域の方々を招くことができませんでした
ので、昨年度の取り組みを紹介します。 
その１つ目が、「ユウガオの皮

むき体験」です。かんぴょう農家
の方に、ユウガオの皮むきを実
際にさせていただき、むいた皮
を干す作業の見学もできたこと
で、ユウガオからかんぴょうへ
の変化を実感できました。 

令和３年２月２日（火）、小山市桑市
民交流センター（マルベリー館）にて
開催予定でした、令和２年度下都賀地
区生涯学習研究会第２回研修会（下都
賀地区ふれあい学習ネットワーク）
は、新型コロナウイルス感染症対策と
して、参加者及び関係者の健康・安全
面を第一に考慮した結果、中止とさせ
ていただきました。 

下都賀地区生涯学習研究会 広報委員         
栃木市立栃木南中学校   教諭   出井 宏和   

 
本校では、地域の方と触れ合う機会のある行事がいくつかありま

す。その中の一つが、学校祭である「南斗祭」のセレモニーで披露
する和太鼓です。今年度は、南斗祭の実施自体が難しいと思ってい
たので、縮小ながらも実施が決まったときには多くの生徒が喜びま
した。 
和太鼓の指導は、地域の和蔵会という和太鼓に取り組むメンバー

の方々が指導してくださいます。今年度は、例年と違って発表する
場が学校の体育館ではなく、栃木文化会館でできるということもあ
り、演目も例年とは変えて、難易度の高いものに取り組むことにな
りました。 
練習時間は放課後の音楽室。限られた時間でしたが、真剣な表情

の中にも笑顔が見られ、よい雰囲気の中での練習でした。そして、 
本番では、「演奏することができるこ
とに対する感謝の気持ちを多くの人
に伝えたい」と、初めての演目である
にもかかわらず、立派に最後まで演奏
した生徒とそれを見守る和蔵会の方
の笑顔が輝いていました。 
こうした地域と学校のつながりを

今後も大切にしていきたいです。 

２つ目は、「ふくべ細工作り体験」です。地域の
ふくべ細工の講師に来ていただき、ユウガオの外
皮を利用したふくべ細工作りを体験しました。 

地域に残る文化を
知り、地域を愛する
気持ちが高まりま
した。 

３つ目は、「かんぴょう料
理体験」です。地域のかんぴ
ょう料理の講師に来ていた
だき、かんぴょう料理作りを
体験しました。かんぴょうへ 
の関心が高まり、地域の特産品であるかんぴょうの
良さを再確認することができました。 

コロナ禍において、地域の優れた教育力をあまり生かすことができなかったこ
とで、逆にその有り難みや大切さを痛感した１年間となりました。来年度は、偉
大な地域の力を生かせるよう、新型コロナウイルスの収束を切に願います。 

「Snap Shot ～笑顔があふれたその瞬間～」の原稿を執筆くださいました広報委員の皆様、どうもありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問合せ 

ホームページでもご覧になれます。 ふれあい学習課 情報誌・機関紙 で検索してください。  

Smile⑧

Smile⑨


